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冬のひだまりがことのほか暖かく感じられる寒冷
の候、皆様お元気でお過ごしでしょうか？
今年も12月となりました。面会の制限にて、ご家族
様・ご入居者様・施設職員との絆を考えさせられた1
年でありました。多様性を常に求められ困惑した年
でもありましたが、柔軟な心を持ち、この状況が一日
も早く解消され、平穏な日々が取り戻せるよう心から
願っております。来年もよろしくお願いいたします。

“個別ケア”とは？

～ケアからサービスの時代に求められるケア～

よく介護現場では、『“個別ケア”が大切。』といわれますが、
“個別ケア”を推進していくためにはどのようなことに留意す
ればいいのでしょうか。

施設長 鳥澤

“個別”を和英辞典で調べてみると、discreteness、individual、
separateという単語が出てきました。

一方、“個性”を調べてみると、individuality 、one's 
personalityという単語が出てきました。

介護現場から“個別ケア”を考えた場合、英訳としてふさわしい
のは“個性”individualityとかpersonalityの方かと思います。
ご利用者様の“個性”をいかに引き出していけるかが“個別ケア”
のヒントになるかもしれません。

一般的に“個別ケア”とは、その人の人権を
守り、その人らしい暮らしができるよう支
援をすること、そして、その人の人生をふ
まえた現況に配慮し、特有の課題やニーズ
を知り、生活の質が向上するよう支援する
ことであるといわれています。一言でいう
なら、“人を大切にするケア”だといえます。

今、医療・介護業界は、ケアからサービスの時代になったとい
われております。“個別ケア”を意識した上で、我々もご利用者
様の暮らしを支援させていただき、“心地よい暮らし”につなげ
ていきたいと考えております。



年末年始の面会は予約制となっております。余裕を持っ
てのお問い合わせの程、よろしくお願いいたします。

１2月の往診のご案内

〇 内科・・4日・9日・18日・23日

〇 精神科・1日・15日

〇 歯科・・1日・8日・15日・22日

空気が乾燥し、インフルエンザを始めとする、この時期に流行しやす
い感染症には特に気を付けなければいけない季節となりました。今
年は新型コロナウイルス対策もありますので、引き続き、健康管理・
安全対策に取り組んでまいりたいと思います。

リハビリしました。

新しい面会スタイル

屋上でボール遊び

お正月前に髪の
カットをしました。

沢山の笑顔を見ることができました。

お知らせ

15分


